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北東インド諸民族の基礎資料

北東 イン ドの 自然 と産業

 こ こで は,北 東 イ ン ド全 体 を,ア ッサ ム(Assam)と い う古 い 呼 称 を もち いて 記 述 す

る こ とにす る。 ア ッサ ム と は,狭 義 で は ブ ラマ プ トラ(Brahmaputra)川 に 沿 う河 谷

平 原 で あ る ア ッサ ム 谷 を 指 す。 しか し本 稿 で は,ア ッサ ム谷 とそ れ を取 り囲 む諸 山

地,す なわ ち現 在 の ア ッサ ム州 と山 地 諸 州 を含 み 込 ん だ 地 域全 体 を ア ッサ ム地方 と呼

ぶ ことに す る。 以 下,ス ペ イ ト(Spate),チ ブ(Chib),『 イ ンペ リアル ・ガ ゼ ッテ ィ

ァ.オ ブ.イ ンデ ィァ(Imperial Gazetteer of Ind玉a)』 な ど の記 述 に した が って,

この 地 方 の 地理 的概 況 を 述 べ る[SPATE l972;600-610;CHIB I984b;Imperial

Gazetteer of lndia l908:15-121]。

 19世 紀 の最 初 の 四 半 世紀 に は,ア ッサ ム谷 の多 くの 地 域,と くに ア ホ ム(Ahom)王

国の 首府 の あ った シ ブサ ガ ル(Sibsagar)周 辺 の 東 部 で は,絶 え 間 な い ビル マ 軍 の 侵

入 に よ って 事 実 上 人 口は 減少 して い た。諸 山地 は ず っと半 独 立 状 態 に あ り,な か に は

1947年 に お いて さえ ほ とん ど統 治 され て い な い と ころ も残 る こ とに な ったが,1824年

か ら26年 にか けて,ビ ル マ戦 争 の結 果 と して ア ッサ ムは 名 実 共 に イ ギ リス 統 治 下 に 入

った。1892年 に は全 人 口 は5,364,000人 にす ぎな か ったが,1941年 に は10,204,733人

(シ レ ッ トを 含 む)に まで 増 加 した 。 この増 加 率 は イ ン ド全 体 で の39パ ーセ ン トに比

べて は るか に 高 く,90パ ー セ ン ト に もの ぼ って い る
。 バ ン グ ラデ シ ュ領 の シ レ ッ ト

(Sylhet)を 除 外 して考 え て も,1941年 か ら51年 の 間 に は20パ ー セ ン ト,1951年 か ら61

年 には31パ ーセ ン トの 増 加 を 示 して お り,こ の最 後 の時 期 に は 連 邦 直 轄 領 を除 い て全

人 口 は11,872,771人 で あ った 。ア ッサ ム州 の み の人 口を みて も,1971年 に は14,625,152

人,1981年 に は政 治 的 な 事 情 の た め に調 査 は行 わ れて い ない が,推 計 で19,896,843人

と い う数 字 が 示 され て お り,人 口 の増 加 率 は依 然 と して高 い。 これ らの 増加 の ほ とん

どは,茶 園で 働 くた め に 移 住 した者 や,あ るい は,人 口稠 密 な 東 ベ ンガル か ら今 世 紀

に は い って か ら不 法 に 移 住 して住 み着 いた 人 々,と くに,現 バ ング ラデ シs領 内の マ イ

メ ン シ ン(Mymensingh)地 方 か ら流 入 した回 教 徒 た ちに よ る もので あ る
。 この 移 動

は,と くに シ レ ッ トとカ チ ャ ール(Cachar)に 影 響 を及 ぼ して お り,そ こで は,1941

年 に お いて,面 積 の17パ ーセ ン ト,人 口の37パ ー セ ン トを 占 め て い る。 しか し,回 教

徒 た ちは ア ッサ ム谷 の諸 地方 へ も流 入 して お り,東 部 へ 行 くほど密 度 は小 さ くな るが,

1921年 まで に,移 住 の 最 先 端は シブ サ ガル 対岸 の 北 ラキ ンフ。一ル(North Lakhimpur)

に ま で及 ん で い る。 この移 動 は ま さ に開拓 移 動 で あ り,お よ そ50万 人 か ら100万 人 の
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農 民 た ちが 流 入 レた。 このマ イ メ ンシ ン地 方 か ら来 た人 た ちは ・ ア ッサ ム人 よ りか な

り集 約 的な 耕 作 を行 って い るが,彼 らは ア ッサ ム文 化 に呑 込 ま れ て しま うこ とを拒 絶

して い る。

 ア ッサ ム地 方 全 体 を 見 た と き,こ こで の 人 口は か な り不 均 等 に 分布 して い る。1961

年 の人 口密 度 は,ア ッサ ム谷 地 区 で は422.5人 で あ った の に対 し,カ チ ャ ール全 体 を 含

む 山地 諸 県 は106人 の み で あ り,マ ニ プ ール(Manipur)は90人,ト リプ ラ(Tripura)

は283人,ナ ガ ラ ン ド(Nagaland)は58人 で あ った。ま た,山 地諸 部 族 の 同 化 問題 は社

会 的,政 治 的 な 重要 課 題で あ る。 彼 らは極 端 に散 らば って 住 んで お り,大 変 多 くの 言

語 があ る。

 ア ッサ ム地方 の経 済 に つ いて み れ ば,農 業 の拡 大 に 関 して は,か な りの 可 能 性 が あ

る。 ま た,産 業 に供 せ られ る よ うな 包 蔵 水力 に も富 ん で い る。戦 争 は,経 済 活 動 を刺

激 し,交 通 を 改善 さ せ,技 術 的 な 知 識 を拡 散 させ た 。 しか し,都 市 化 の 程 度 は異 常 な

ほど に低 く,と くに茶 産業 を 中心 とす る農業 へ の依 存 率 は,圧 倒 的で あ る。 た だ し,

石 油 と茶 の 利 益 は 主 と して州 境 の 外 に 持 ち出 さ れ て い る。 この よ うな開 発 は,ほ と ん

どすべ て,ア ウ トサ イダ ーで あ る イ ギ リス人 とイ ン ド人 に よ って な され て きた 。

 ア ッサ ム地 方 は,地 形 の 上 か ら5つ の 地域 に分 け る ことが で き る。 ア ッサ ム谷,カ

チ ャー ル低 地,ビ ル マ 国境 山地,シ ロ ン高 原,ア ル ナ チ ャル ・プ ラデ シ ュで あ る。

以 下,地 域 ご とに 地 理 的概 況 を述 べ る。

ア ッサ ム 谷(Assam Valley)

 この 地 方 の 中 心 を な す ア ッサ ムあ るい は ブ ラマ プ トラ谷 は イ ン ドー ガ ン ジス ・ トラ

フ(Indo-Gangetic trough)の 延 長で あ り,標 高 は 数百 メ ー トル 以下 の低 平 地 で あ

る。 ア ッサ ム谷 を つ くる ブ ラマ プ トラ川 本 流 は世 界 で も 有 数 の 規 模 を もつ 河 川で あ

る。 チ ベ ッ ト高 原西 部 の マ ナ サ ロ ワル(Manasarowar)湖 付近 に 源 を持 つ ツ ァ ン ポ

(Tsangpo)川 は,ヒ マ ラヤ 北 面 の氷 河 か ら 流 出す る 水 系 を 集 めて チベ ッ ト高 原 を 東

流 した の ち,ナ ム チ ャバ ル ワ(Namcha Barwa)峰(7,757メ ー トル)付 近 の 大 湾 曲 部,

そ して急 峻 な デ ィハ ン(Dihang)峡 谷 を 経 て ア ッサ ム に 入 り,デ ィバ ン(Diba119)川,

ロ ヒ ッ ト(Lohit)川 と合 流 して ブ ラマ プ トラ川 と名 を 変 え る。 ブ ラマ プ トラ川 は,ア

ッサ ム を へた の ち,最 後 は ベ ンガル デ ル タ を へ て ベ ンガ ル湾 に注 い で い る。 ブ ラマ プ

トラ川 には,現 在2つ の橋 が か か って い る。 ガ ウハ テ ィに は鉄 道兼 用橋 が,テ ズ プ

ール(Tezpur)に は 自動 車 橋 が あ り
,第3の 橋 と して,世 界 最 大 の 河川 島で あ るマ

ジ ュ リ(Majuli)を 横 切 って,新 た な橋 が 計 画 され て い る。 ア ッサ ム谷 は,ド ゥブ リ
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(Dhubri)か らサ デ ィヤ(Sadiya)上 流 まで,約650キ ロ メ ー トル にわ た る長 さを も ち,

谷 の 幅 は 一 様 に お よ そ100キ ロメ ー トル もあ る。 本 流 沿 い は河 道 が編 目状 に つ な が っ

た 氾 濫 原 に な って い る が,ア ッサ ム谷 の 大 部 分 は,本 流 と その無 数 の支 流 のつ くった

沖 積 台 地(alluvial terraces)で あ る。 本 流 の 流 量 に つ いて みれ ば,雪 解 け と降 雨 が重

な った 最 大 時 に は,水 流 は幅8キ ロメ ー トル を 越 え る ほ どの 巨大 な 水 の廊 下 と な り,

ゴ ァル パ ラ(Goalpara)で の 流 量 は毎 秒14万 トンに達 す る。 大 型 船 の 航 行 は,か つ て

は デ ィブル ガ ル(Dibrugarh)ま で 可 能 で あ った が,1950年 の ア ッサ ム大 地 震 に よ る

河 床 の 上 昇 と ブ ラマ プ トラ川 が 国 際河 川 とな った こと に よ り,デ ィ ブル ガ ル まで は達

して い な い。

 気 候 に つ い て は,こ の地 域 全体 は 典 型 的 な モ ンス ー ン気 候 に 属 す る が,夏 季 の 平 均

気 温 は29。Cほ ど で あ り酷暑 期 は短 い。 雨期 の 長 さは年 間 お よそ8か 月 に及 び,こ の

あ いだ 湿 度 は85パ ーセ ン トか ら94パ ー セ ン トに の ぼ る。 ア ッサ ム谷 の南 に は シロ ン高

原 と それ に続 くバ レ イル(Barail)山 地 があ るた めに,ア ッサ ム谷 南岸 に 沿 って は一 種

の 雨 陰 効 果 が み られ,年 聞降 雨 量 は およ そ1,000ミ リメ ー トル 程 度 にす ぎ な い。た だ し

ラキ ンプ ール,シ ブ サ ガ ルな どの上 ア ッサ ム で は,南 の バ レイ ル 山地 が標 高900メ ー ト

ル に満 た ない 鞍 部 とな って い る ため,1,750ミ リメ ー トル 程 度 に増 加 す る。

 地 表 面 積 の 多 くは サ ラソ ウ ジZの 森 林,低 湿 地 の 背 の高 い ア シの ジ ャン グル,巨 大

な氾 濫 原 とな って い る。

 この 地 域 の 主 要 な 産業 は農 業 で あ る。 『イ ンペ リアル 。ガ ゼ ッテ ィア ・オ ブ・イ ン デ ィ

ア』 に よれ ば,か つ て の ア ッサ ム谷 の 景観 は,ブ ラマ プ トラ川本 流 か ら両 岸 にむ か っ

て4類 型 に 区分 し うる。

 「河 岸 の チ ャパ リ(chapari)は 雨 期 の あ いだ はひ ど く氾 濫 す る土 地 で,背 の 高 い草

の ジ ャ ングル とな って い る が,こ れ を焼 いて 耕 した 際 に は ア フ(ahu)と 呼 ばれ る夏稲

を よ く産 す る。 これ の 播 種 は3月 か4月 で,6月 か7月 に刈 り取 られ る。 それ につ づ

い て川 が減 水す る10月 か11月 に はマ ス タ ー ドや マ メ類 が ま か れ,約3か 月 後 に 収 穫 さ

れ る。 しか し作 付 けの2年 目や3年 目に は雑 草 が急 速 に 成 長 す る た め,そ の後8年 か

ら10年 間 は再 び放 置 して ジ ャ ングル に戻 して雑 草 を根 絶 させ る。

 次 に チ ャパ リの 背 後 に 帯 状 に横 た わ る低湿 地 が あ る。 こ こで は茎 の長 い稲 で あ るパ

オ(bao)が 作 付 け され る。播 種 は4月 か5月,収 穫 は11月 か12月 で あ る。 また 雨 期 の

増 水 前 に収 穫 を得 る ことを ね ら って ア フがパ オ と混 播 され る こ とも あ る。 この 土地 の

水 は けは悪 く,冬 作 物 を つ くる に は寒 冷 か つ湿 潤 す ぎる 。

 さ らに河 岸 か ら離 れ,通 常 洪水 の達 しな い土 地 に到 る と,移 植 さ れ る冬 稲 で あ るサ
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   リ(sali)が 主作物となる。 もみは苗代にまかれ,約2か 月後の6月 か7月 に田植え

  が行なわれる。 収穫は11月か12月 に行なわれる。 サ リにはおもにバル(bar)と ラヒ

  (lahi)の2種 類がある。バルはラヒより収量は多いが実りは遅 く,水 も多 く必要 とす

  るため,低 めの土地に植え られている。この地帯は帯状に伸びておりそのはばも広 く,

  恒久耕作地のほとんどと農業人口の大部分はここに集中 している。

   ここからさらに登って山がちな土地に到 ると,標 高は上がり,耕 地へは山地の水流

  が引かれて灌瀧がなされている。 主作物には,サ リのほか,カ ルマ(kharma)と 呼

  ばれるアブの移植型 もある。ここでは実際上洪水の心配はなく,灌 瀧施設によって収

  穫が確保されている。」[lmperial Gazetteer of lndia l908]。

   この記述は今世紀初頭のものであるが,現 在では,ベ ンガル人が多数入植している。

  スペイ トによれば,彼 らの生活する地域は上の記述にみた人口集中地区より河岸に近

  い低地であるのに対 し,ア ッサム人が居住する集落は主として河岸台地上,す なわち

  上の記述にみた人 口集中地区にあって,居 住環境は明確なコントラス トをなしている

  という。ベンガル人入植者の低地居住は,も ともとの居住環境を想起させ るものであ

  る。

   現在のアッサム谷での農作物を概観すると,こ の地域での重要な作物は,コ メ,ト

  ウモロコシ,サ トウキビ,ジ ャガイモ,タ バコなどである。また商品作物として,ジ

  ュートと茶が重要である。 ジュー トを栽培しているのは主としてベンガル人入植者た

  ちである。アッサム州のジ_ `_ト生産量は西ベンガル州に次ぎ,と くにゴアルパラ ・

  ディス トリク ト(Goalpara District)で その生産が盛んである。

   茶産業についてみると,ア ッサム州の茶の生産量は多 く,イ ンド全体の生産量の半

  分以上を占めている。スペイ トによれば,茶 園はおよそ800か所もあり,一 般に平原部

  や山地の縁の高台に立地 している。面積にして162,000ヘ クタール以上ある。土着の茶
0  樹がア

ッサムの北東部で発見されたのは1823年 であり,中 国貿易での独占状態を失っ

  た東インド会社が茶園経営に力をいれたため,こ の地域で茶園が急速に広まることと

  なった。 この産業は通年必要な熟練労働者はさほどの数を必要としないのに比 して,

  つみとり時には毎年大変な数の労働力(ほ とんど女性である)を必要 とするが,初 期の

  労働力不足はビハール(Bihar)州 やマ ドラス(Madras)か ら半強制的にクーリーを集

  めることで補われた。近年になっていくらかインド化は行われて きたとはいえ,最 大

  規模の優れた茶園のほとんどは今だにヨーロッパ人のものであ り,カ ルカッタのごく

  少数の業者によって経営されている。アッサムの人口の12パ ーセントから15パ ーセン

  トは茶産業に依存 しており,合 板工業,石 炭工業,人 工肥料工業と並んで茶園の継続
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的 な繁 栄 は州 経 済 に と って重 要 で あ る。 な お ア ッサ ム州 の茶 園 の う ち4分 の3は,上

ア ッサ ム の ラキ ンプ ール ・デ ィス トリク ト,シ ブ サガ ル ・デ ィス ト リク トに 集 中 して

いる 。

 以 上 が ア ッサ ム谷 の 農 業 の 概 要 で あ るが,そ れ を と りか こむ周 辺 の 山地 部 で の 農業

は,山 地部 族 に よ る ジ ュ ミ ング(jhuming)と 呼 ばれ る焼 畑 農 耕 が 主 流 とな って い る。

 鉱 物資 源 につ い て みて みれ ば,ア ッサ ム谷 の 天 然 資 源 と して最 も重 要 な もの は石 油,

天 然 ガ スで あ る。採 掘 は,デ ィグ ボ イ(Digboi),バ ダ ル プ ール(Badarpur),ナ ハ ー

ル カ テ ィヤ(Naharkatiya)な どに おい て な され て い る。 これ らは埋 蔵 量 も豊 か で あ

り,イ ン ド国内 で の産 出量 の か な りの 部分 を ア ッサ ム州 が 占 め るほ どで あ る。石 炭 に

つ い て は,ア ッサ ム産 の もの は 質 の 上 で ビハ ール(Bihar)産 の もの に劣 るた め,マ ル

ゲ リタ(Margherita)な どで い くらか採 掘 され て い るに と ど ま って い る。

 ア ッサ ム谷 に 面 す る傾 斜 地 で は,ど こであ れ 良 好 な地 形,気 候 条 件 に 恵 ま れ,莫 大

な包 蔵 水 力 を擁 して い る。 しか し,実 際 に開 発 され て い る もの と して は,ガ ウハ テ

ィ(Gauhati)近 郊 の ウ ム トゥ ・プ ロ ジェ ク ト(Umtu Pr(>ject),カ ー シ山地(Khasi

I{ills)へ 電 力 を供 給 す るバル パ ニ(Barpani)ダ ムな ど しか な い。

 ア ッサ ム は イ ン ドで 最 も森 林 に 富 ん で お り,き め細 か な管 理,運 営 さえ な さ れ る な

らば,か な り有 望 な資 源 とな る可 能 性 を も って い る。 サ ラ ソ ウ ジ ュの 採 収 は衰 え た が,

他 に も有 用 な建築 用材 や,樹 脂,な め し液,染 料,レ ース,桐 油 とい った森 林 産 物 も

あ る。 ゴ アル パ ラに は ベニ ヤ ・合 板 工 場 が あ り,ド ゥ ブ リ(Dhubri)に は 大 規模 な マ

ッチ工 場 が あ る。

 家 内工 業 と して盛 ん な もの と して は,養 蚕,絹 織 物 の ほか,タ ケや トウ(籐)の 工

芸 品づ く りな どが あ る。

 都 市 化 につ い て いえ ば,1971年 現 在 に おい て ア ッサ ム州 の全 人 口の8。9パ ーセ ン ト

が い わ ゆ る都 市部 に住 ん で お り,こ の数 字 は イ ン ド各 州 の うちで も最 も低 い レベ ル に

あ る。 デ ィグ ボイは,油 田,炭 田 の 中心 と して重 要 で あ る。 ガ ウハ テ ィ とシ ロ ンの二

大都 市 は急 速 に成 長 しつ つ あ る。 この 地域 の 都市 成 長 の特 性 と して は,ア ッサ ム谷 の

長大 な 長 さや そ の幅 の広 さに よ って,特 定 の 中心地 の み が成 長 す る こ とに は な って い

な い こ とがあ げ られ る。 氾 濫 原 に は都 市 の立 地 に適 した場 所 は ほ とん ど無 い。 ド ゥブ

リ,ガ ウハ テ ィ,テ ズ プ ール(Tezpur)は,す べ て シロ ン高 原 の岩 盤 の外 座 層 の 上 に

あ る 。他 の都 市 は鉄 道 の 終 点 か河 港 と な った と こ ろに あ る。

 水 路 は常 に 非常 に重 要 な 役割 を演 じて きた。 かつ て は ア ッサ ム谷 上 限 の サ デ ィ ヤま

で,ブ ラマ プ トラ川 は 航 行可 能 で あ り,鉄 道 路 線 が 到 達 す る まで は 長 ら く茶 の 輸送 に
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使われていた。戦争時の需要に際 しては,こ れ らの水路は最初は活発に使われたが急

激に廃れることになった。その後,パ キスタン分割の後は西ベンガル州との新たな結

接が必要となり,ま た,1950年 に大地震があったこともあってこれらの水路網は大き

な被害を受けた。

カ チ ャ ー ル 低 地(Cachar Lowland)

 ブ ラマ プ トラ水 系 以 外 で広 大 な低 地 を な す の が この カ チ ャ ール低 地 で あ る。 カ チ ャ

ール ・デ ィス トリク トは バ ラ ク(Barak)川 水 系 が つ く
った低 地 で あ り,パ キ ス タ ン分

割 に よ って イ ン ド領 で は な くな った シ レ ッ トと接 して い る。 この 地 域 の 年 間 降 雨 量 は

2,500ミ リ メ0ト ル を越 え る。

 この 地 域 の 産業 の基 幹 を なす の は 低 地 で の米 と ジュ ー トの生 産 で あ るが,丘 陵 地 で

は茶 園 や焼 畑 もみ られ る。 工 業 面 で は 後進 地域 で あ る。

 『イ ンペ リア ル ・ガ ゼ ッテ ィア ・オ ブ ・イ ン デ ィア』 に は,ア ッサ ム谷 と比 較 して,

シ レ ッ ト,カ チ ャール 谷 の 景 観 が 述 べ られて い る。

 「カチ ャ ール と シ レ ッ ト東 部 で は,大 部 分 の土 地 は,ア ッサ ム谷 で の 広 い恒 久 耕 作 地

の 地 帯 に似 て い る。 主 作 物 はサ リとア ウスで あ り,こ れ は それ ぞ れ ア ッサ ム谷 の サ リ

とア フ に対 応 して い る。 シ レ ッ ト西 部 は 雨 期 に 広 大 な沼 地 と化 す た め,ア マ ン(aman)

とい う茎 の長 い種 類 の 稲 が 栽 培 さ れ て い る。 ま た乾 期 に も滞 水 して い るハ オル(haor)

と呼 ばれ る窪 地 で は,サ ィル ブ ラ(sailbura)と 呼 ば れ る冬 稲 も 栽 培 されて い る。」

[Imperial Gazetteer of India l908ユ

ビ ル マ 国 境 山 地(Assam-Burma Ranges)

 この 地 域 は 巨 大 な弧 状 山脈 で あ るア ラカ ン(Arakan)山 系 か らな って い る。 ア ラ カ

ン山系 は 密 接 した 山稜 と河 谷 か らな り,そ の 幅 は大 きい と ころで も250キ ロメ ー トル

ほ ど しか な い。 この 山系 は 白亜紀 と第 三 紀 の 砂 岩,石 灰岩,頁 岩 か らな る。 イ ン ドー

ビル マ 国 境 に 位 置 す る サ ラマ テ ィ山(Saramati別 名 ビ ク トリァ 山)は3,800メ ー トル

を超 え る が,こ の 山 稜 は 一般 に2,100メ ー トル を 超 え な い。通 常,モ ンス ー ンの 降 雨 は

最 大2, 000か ら2,500ミ リメ ー トル に達 し,山 地 部 は密 林 に覆 わ れて い る。樹 相 は,湿

潤 で 高 度の 低 い南 部 で の 巨 大 な フタバ ガ キな どか らな る熱 帯 常緑 樹 林 に始 ま り,モ ン

ス ー ン落 葉 樹 林 を へ て,最 も標 高の あ る稜 線で は マ ッや 草 地 へ と変 化 して ゆ く。 しか

し植 生 は 焼 畑 耕 作 に 大 きな 影響 を受 け て い る。 これ の結 果 と して,濃 密 な 二 次 林 が 発

生 し,ア ラ カ ン国境 で は カ イ ンワ竹(kayinwa bamboo)が 濃密 に繁 茂 して い る と こ
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う が多 い 。 この 種 の森 林 は 最 も通 過困 難 な 森 林 と して 有 名で あ る。

 住 民 に つ い て み る と,山 地 部で は さ ま ざま な 部 族 が モ ザ イ ク模 様 を な す よ うに住 ん

で い る。 彼 らの 多 くは モ ンゴ ロ イ ドで あ り,最 も有 力 な の は ナ ガ諸 族 で あ ろ う。 概 し

て村 落 は シ ロ ン高 原 の もの よ り定住 性 が強 く,家 屋 は 眺 望 の き く高 み に作 られ て い る。

これ は マ ラ リヤ の多 い谷 を 避 け るた め の ほか,防 御 の た め で もあ る。 現 在 で も村 落 の

多 くは 柵 に 囲 まれ て お り,ご く近 年 まで 首 狩 りが 行 わ れ て い た。 村 落 の 周 りに は,耕

作 中の 耕 地 や破 棄 され た耕 地 が 山脚 に沿 って延 び て い る。 人 道 は可 能 な 限 り山稜 を 選

ん で つ け られ て い る。 空 か らみ る と,村 落 周 辺 の 景 観 は 巨大 な ア メ ーバ の よ うに見 え

る。 つ ま り,村 落 が 細 胞核 で あ り,耕 地 は偽 足 で あ る。 しか し,南 西 部 の ト リプ ラは,

シ レ ッ トか ら上 が って きて い るい くつ もの 並 行 な 河 谷 に よ って深 く刻 まれ て お り,こ

れ らは定 着 農耕,お も に水 稲 栽 培 の行 な われ る段 丘 とな って い る。 山地 部 の住 民の 生

活 基 盤 は,雑 穀,ト ゥ モ ロ コ シ,陸 稲,ソ バ,タ バ コ,ス イ ギ ュウ,ヤ ギ,ニ ワ トリ,

タケ,ワ ッ クス,ラ ックな どで,多 くの森 林 産 物 が あ る。

0方 この 山 が ち な地 域 の 中で,チ ン ドウ ィン(Chindwin)川 水系 に属 す るマ ニ プ ー

ル 谷 の み は,際 だ った 特徴 を もつ 山間 の 盆 地 で あ る。面 積 は お よそ400平 方 キ ロメ ー ト

ル で,中 央 部 に はア シの は え る ロタ(Loktak>湖 が あ る。標 高 は約780メ0ト ルで あ る。

盆 地 内 の 土壌 は肥 沃 な 粘 土 や シル トか らな り,恒 久耕 作 地 で は米 と トウモ ロ コ シが 主

作 物 で あ る。 ロ タ湖 を は じめ とす る湖 沼 で は 漁 業 も行 な わ れ る。

 近 年 に な って 政 府 は,セ メ ン ト,パ ル プ,な ど の 中小 規模 の工 業 開 発 を進 めて い る。

シ ロ ン高 原(Shillong Plateau)

 シ ロ ン高原 は メガ ラ ヤ(Meghalaya雲 の住 処)と して も知 られて い る。 メ ガ ラ ヤは,

ガ ロ山地(Garo Hills)と カ ー シ ・ア ン ド ・ジ ャイ ンテ ィア 山地(Khasi and Jaintia

Hills)に 分 け られて い るが,こ れ らは単 に行 政 的,あ る い は部 族 的な 区分 で あ る。 シ

ロ ン高原 は イ ン ドシナ半 島 か ら分 離 した ブ ロ ックで あ って,1,400メ0ト ル か ら1,800

メー トル の標 高 を もつ 山頂 を並 べ て い る。 北 に延 び る ミキ ール(Mikir)山 地 と レ ング

マ(Rengma)山 地 は,そ れ が さ らに破 砕 され た 外 座 部 で あ る。

 シロ ン高 原 の 南面 が,ス ル マ(Surma)谷 を 見 おろ す急 崖 とな って い るの は,世 界

最 多 と も言 われ る ほど の多 量 の降 水 を 受 けて い るた あで あ る。 この 急崖 は,16キ ロ メ

ー トル か ら20キ ロ メ ー トル の う ちに1
,500メ ー トル以 上 の 勾 配 を 見せ る ほ どで あ る。

高 原 の 東 部 は バ レイル 山地 に続 き,さ らに,地 質 構 造 上 極 端 に複 雑 な標 高900メ ー ト

ル 以 下 の 低 い鞍部 をへ て ビル マ 国 境 山地 へ と続 い て い る。
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 シロ ン高 原 の 多 くは 密林 に覆 われ て い る。 標 高 の高 い稜 線 部 に は マ ッが あ るが,そ

れ以 外 の と こ ろで は何 世紀 に もわ た る移 動 耕作 に よ って 森 林 と二 次林 が交 錯 して い る。

これ らの 場 所 に は シ ャク ナゲ と ラ ンが多 い 。 ま た そ の ほか開 け た 草 地(downland)も

い く らか 存 在 して い る。

 ガ ロ(Garo),カ ー シ(Khasi),ジ ャイ ンテ ィア(Jaintia・)と い った部 族 は,焼 畑 農

耕 に よ って 生 活 して お り,村 落 は ジュ ム(jhum)と 呼 ばれ る耕 地 と一 緒 に しば しば移

動 す る。 ジ ャガ イモ とオ レ ン ジが主 な商 品 作 物 で あ り,コ メ,ト ウモ ロ コ シは ラ ンタ

ナ(lantana)の 低 木 を 長 時間 焼 い た あ との 灰 の 中 に 植 え られ る・ この ほか の作 物 と し

て は,雑 穀,ジ ュズ ダ マ(ハ トム ギ),イ モ類,綿 花,ビ ンロ ウ,ベ テル,キ ャ ッサ

バ,カ シ ュー ナ ッツな どが あ る。

ア ル ナ チ ャ ル ・プ ラ デ シ ュ(Arunacha1 Pradesh)

 ヒマ ラ ヤの 最 東辺 は 近年 に 至 る まで よ く知 られ て はお らず,そ の 政 治 的 な帰 属 問題

は 中印間 の論 争 課 題 とな って い る。 この 地域 は か つ て 北 東 辺 境 地 方(North-East

Fronti er Agen(,y or Tract)と い う行 政 区 を な して い た。 現 在,ア ル ナチ ャル ・プ ラ

デ シ ュは,独 立 州 と して 認 め られ,10の デ ィス トリク トか らな って お り,全 体 の 面 積

は83,578平 方 キ ロ メ ー トル で あ る。 人 口 は,1961年,71年,81年 の各 セ ンサ ス に お い

て,そ れ ぞれ336,558人,467,511人,631,839人 と記 録 され て い る。

 ツ ァ ンポ川 はデ ィハ ン峡 谷 に て ヒマ ラヤを 深 く刻 ん で横 切 った の ち,ブ ラマ プ トラ

川 と名 を変 え て い るが,ナ ム チ ャバ ル ワ峰 と激 しい デ ィハ ン峡谷 の 向 こ うに は,サ ル

ウ ィ ン川(怒 江),メ コン川(瀾 槍 江),金 沙 江(長 江)が 並 行 して 北 西 方 向 よ り流 れ

て い る。 ブ ラマ プ トラ川支 流 の ロ ヒ ッ ト川 は,も と イ ラワ ジ川 水 系 に 属 して い た と言

わ れ て い る。

 この地 域 は シロ ン高 原 と並 ん で 多 雨 地帯 で あ り,年 間4,000ミ リを 越 え る 降 水 量

が 記録 され て い る。 人 口の集 中 して い るの は,カ メ ン ・デ ィス トリク ト (Kameng

District)や ス バ ン シ リ ・デ ィス トリク トの比 較 的降 雨 量 の 少 な い 河谷 で あ る。

 この地 域 の気 候 は 高 度 に した が って 南 北 へ と お お よそ3分 して考 え る こ とが で きる。

南 の 山麓 に沿 った 地 帯 は 温 暖 な 亜 熱 帯 気候 に属 す る。 ヒマ ラヤ の 内部 は比 較 的 冷 涼 な

気 候 に属 し,標 高 の 高 い 大 ヒマ ラヤ で は高 山気 候 が み られ る。 土 壌 や植 生 も これ らに

対 応 して変 化 して い る。

 1981年 現在 で も労 働 人 口 の約8割 は 農業 に従 事 して お り,ジ ュ ム と呼 ばれ る焼 畑 は,

耕 地 面積 の半 分 以上 を 占 めて い る。森 林 は二 次 林 とな って い る と ころ も多 い 。 ご く一
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部 には,棚 田 な どの 恒 久 耕 作 地 も存 在 す る。 重要 な作 物 は,コ メ,オ オ ム ギ,ト ウ モ

ロ コ シ,雑 穀,コ ム ギ,ダ イ ズ,ト ゥガ ラ シな どで あ る。 住 民 の生 活様 式 に は さ ま ざ

ま な違 いが あ る。 西 部 に は,複 雑 な階 段 耕 作 を 行 い,頑 丈 な 家 に住 ん で い る仏 教 徒 で

あ るモ ンパ(Monpa)族 が い る。東 方 に は,か つ て 悪 名高 か った シ ャ ン(Siang)の ア

ボ ール(Abor)族 が 住 ん で い る。 現 在 彼 らは ア デ ィ(Adi)族 と 呼 ば れ て い る。 そ の 北

部 に は タ ギ ン(Tagin)族 な どの グル ープが 住 ん で い る 。

                                 (月原 敏 博)
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